
研究課題中間評価調書 (様式10）

■ □ (

１　研究の目的・概要

２　課題設定時の背景（問題の所在、市場・ニーズの状況等）

３　課題設定時の最終到達目標
①研究の最終到達目標

②研究成果の受益対象（対象者数を含む）及び受益者への貢献度

令和 3 年度 当初予算 補正予算 月) 確定日 令和３年８月１８日

機関長名 佐藤　孝夫 担当(班)名 水稲育種担当

連　絡　先 018-881-3338 担当者名 松本　眞一

政策コード 3 政　策　名 新時代を勝ち抜く攻めの農林水産戦略

施策コード 3 施　策　名 秋田米の戦略的な生産･販売と水田フル活用

指標コード 1 施策の方向性 業務用や特定需要など実需と結びついた米づくりの推進

重点（事項名） 次代を担う極良食味水稲品種の開発 基盤

研究 開発 〇 試験 調査 その他

県単 〇 国補 共同 受託 その他

評　　価　　対　　象　　課　　題　　の　　内　　容

機　関　名  農業試験場 課題コード Ｈ310301 事業年度 R1 年度 ～ R5 年度

課　題　名 第5期次世代銘柄米品種の開発

種　　　別

○経営体の規模拡大の進展を図るため、極早生の良食味品種及び多収品種を育成する。
○全県域でのプレミアム米生産が可能になるように、極良食味の極早生から中生熟期の品種を育成する。
○業務用米向けの、良食味で多収性の品種を育成する。
○カドミウム(Cd)汚染米、ヒ素(As)汚染米を防止するために、Cd低吸収性品種を育成する。また、導入当初から全県域で
普及させるためには複数の実用品種を育成する必要があるため、｢めんこいな｣ほか３品種・系統について、石垣島で世代
促進して育種年限を短縮する。
○酒造好適米については、｢秋田酒こまち｣と同等以上の栽培特性で｢山田錦｣と同等以上の酒造特性を示す、早生から晩
生熟期の品種や既存の酒造好適米と異なる酒質を示す品種を育成する。さらには、いもち病抵抗性や高温登熟耐性を向
上させる。

○経営体の大規模化が進む中、県では１経営体あたり30ha以上の大規模化に対応した技術開発を推進している。そこで
作業集中を緩和し作期拡大できる極早生品種の育成が必要である。
○極良食味品種｢サキホコレ（秋系821）｣を育成したが、熟期が｢やや晩｣であることから作付け地帯が制限される。そこで
極良食味で極早生～中生品種の育成が必要である。
○業務用米の需要が拡大しているが、秋田県では十分に対応できていない。
○将来的に米のカドミウム(Cd)に加えヒ素(As)の基準値も定められると考えられる。そこでCdを吸収し易くAsの吸収を抑制
する節水条件においてもCdを吸収しにくい水稲品種の育成が求められている。
○県産酒造好適米品種の熟期は｢やや早｣のみであるため、熟期の異なる品種が必要である。また、酒造好適米の需要を
さらに拡大するため、様々な酒質を示す品種が必要である。

○作業集中を緩和し作期の拡大が可能になる極早生等の品種を育成する。
○極早生～中生の極良食味品種を育成する。
○実需が求める品種・食味特性を有し、｢秋田63号｣並の多収性を持つ業務用米品種を育成する。
○節水管理してもCdを吸収しにくく、玄米Cd濃度が基準値を確実に下回る水稲品種を育成する。特に｢めんこいな｣｢秋の
きらめき｣｢ゆめおばこ｣のCd低吸収性の実用品種を早急に育成する。
○早生から晩生熟期で、｢山田錦｣に匹敵する酒造特性の品種や既存の品種と異なる酒質を示す酒造好適米品種を育成
する。また、いもち病抵抗性や高温登熟耐性を向上させる。

○極早生の良食味品種または多収品種を育成し作期を拡大することで１経営体あたり30ha以上の大規模化の進展を可
能にする。
○極早生～中生の極良食味品種を育成することで、全県域でのプレミアム米生産が可能になる。
○良食味・多収の業務用米品種の育成により業務用米における秋田米のシェアを拡大し、秋田米の競争力が向上する。
○Cd低吸収性品種の育成によりCd汚染米、As汚染米を防止できる。
○｢山田錦｣に匹敵する酒造特性をもつ品種や既存の品種と異なる酒質を示す品種の育成により、県内での酒造好適米生
産が拡大する。
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４　全体計画及び財源

別紙のとおり。

７　これまでに得られた成果

５　課題設定時からの市場・ニーズの変化等 

６　本県産業や県民生活への向上への貢献の見込み

８　残る課題・問題点・リスク等

　「２　課題設定時と同じ」　

○品種育成には長い期間を要するため、前課題｢次代を担う秋田米新品種開発事業｣からの選抜を継続すると
ともに、本課題の事業年度で完了できない選抜については、次期事業に継承していく。

○大規模化する経営体において、作業集中の緩和が図られるほか、適期栽培による玄米品質の安定化によ
り、県産米の評価向上に貢献できる。

○極良食味品種をフラッグシップとして秋田米のブランド力強化を図る。

○中食・外食向けの業務用米品種の育成により、県産米の需要を維持・確保していく。

○Cd低吸収性品種の育成により、安心安全な秋田県産米の取組を全国へ向けて発信する。

○新たな酒造好適米品種の育成により、県産清酒の需要拡大に向けた取組を加速する。

○作期拡大品種の開発、極良食味地域拡大品種の開発、超多収業務米品種の開発
・極良食味品種「サキホコレ」について種苗法に基づく品種登録申請を行い、秋田県の奨励品種に採用された。
　　「サキホコレ」：やや晩生、食味は｢あきたこまち｣および｢コシヒカリ｣を上回る。
・奨励品種決定試験において、秋田126号・秋田127号が継続判定となった。
　　秋田126号：かなり早生、やや低アミロース、食味は｢あきたこまち｣並(作期拡大）。
　　秋田127号：中生、多収、食味は｢あきたこまち｣を上回る（超多収業務用米)。
・有望な1系統について秋田番号を付して、奨励品種決定試験に新たに配布した。
　　秋田129号：早生、食味は｢あきたこまち｣を上回る（極良食味地域拡大）。
・極早生系統、極良食味系統、多収系統を母本とする交配組み合わせ数を拡大強化(H30：28組み合わせ→R元：
50、R2：47組み合わせ)。
・初期世代より収量性に着目した選抜を開始した(個体選抜時に穂重を測定し、選抜指標とした)。
・R元：374、R2：546品種・系統について食味官能評価行った。また、(一般)日本穀物検定協会に食味評価を委
託した系統では、R元:13、R2：12系統が｢ひとめぼれ｣より有意に優れた評価を得た。

○Cd低吸収性品種の開発
・あきたこまちCd低吸収性品種の｢あきたこまちR｣を種苗法に基づく品種登録申請を行った。
　　「あきたこまちR」：Cd低吸収性以外の玄米品質・食味特性等の諸形質は｢あきたこまち｣並。
・｢秋のきらめき｣｢めんこいな｣｢ゆめおばこ｣のCd低吸収性系統については、系統選抜を行った。
・｢つぶぞろい｣｢ぎんさん｣については、7回目の戻し交配、低吸収性遺伝子の固定を終えた。
・｢サキホコレ｣｢秋田酒こまち｣｢美山錦｣｢ササニシキ｣については、石垣島で戻し交配(年二回)を行う計画であっ
たが、コロナ禍により、交配は一回しか行えなかった。
・その他の品種については、場内で戻し交配を行った。

○酒造好適米品種の開発
・交配組み合わせ数を拡大強化(H30：10組み合わせ→R元：27、R2：14組み合わせ)。
・R元：48、R2：21品種・系統について、醸造試験場での原料米分析を実施し、9系統を選抜した。このうち4系
統が葉いもち・穂いもちともに「秋田酒こまち」と同等以上であった。
・原料米分析で有望だった２系統について、醸造試験場で小仕込み試験を実施したが、特に優れる点が見いだせ
ず打ち切りとした。
・生産力検定供試系統については、葉いもち・穂いもち耐病性検定と尿素崩壊法による高温登熟耐性検定を行っ
た。
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９　評価

○ A ● B ○ C ○ D

Ａ．ニーズの増大とともに研究目的の意義も高まっている Ｃ．ニーズの低下とともに研究目的の意義も低くなってきている    

Ｂ．ニーズに大きな変動はない Ｄ．ニーズがほとんどなく、研究目的の意義がほとんどなくなっている

○ A ● B ○ C ○ D

Ａ．大きな効果が期待される Ｃ．小さな効果が期待される

Ｂ．効果が期待される Ｄ．効果はほとんど見込めない

○ A ● B ○ C ○ D

Ａ．計画以上に進んでいる Ｃ．計画より遅れている

Ｂ．計画どおりに進んでいる Ｄ．計画より大幅に遅れている

○ A ● B ○ C ○ D

Ａ．目標達成を阻害する要因がほとんどない Ｃ．目標達成を阻害する要因がある

Ｂ．目標達成を阻害する要因が少しある Ｄ．目標達成を阻害する要因が大いにある

○ Ａ　　当初計画より大きな成果が期待できる Ａ

○ Ｂ+　当初計画より成果が期待できる B+

● Ｂ　　当初計画どおりの成果が期待できる Ｂ

○ Ｃ　　さらなる努力が必要である Ｃ

○ Ｄ　　継続する意義は低い Ｄ

評価を踏まえた研究計画等への対応

観点

判定基準

全ての評価項目がＡ評価である課題

各評価項目がＢ評価以上であり、Ａ評価が２つ又は３つの
課題
各評価項目がＢ評価以上である課題
（Ａ評価、Ｂ＋評価に該当する課題を除く）
いずれかの評価項目でＣ評価がある課題
（Ｄ評価に該当する課題を除く）

いずれかの評価項目でＤ評価がある課題

事前 中間（R2年度） 中間（年度） 中間（年度） 中間（年度） 中間（年度）

－ B+

・コロナ禍による消費者や販売者、生産者ニーズの変化を注視し、アフターコロナを見据えた品種開発も視野に入
れて欲しい。
・水稲はスマート農業へ対応しやすい作目であり、スマート機器に対応しやすい品種育成も今後ニーズとして出てく
る。
・サキホコレがデビューし、秋田米のラインナップは一通り完成した。しかし、大規模経営では早生品種を望む声が
多い。
・市場評価の高い他県産米が続々と育成されているため、対抗できる秋田県産米のニーズは年々増加している。

・県のフラッグシップ米と期待されるサキホコレの育成は県内外から注目度の高い研究成果であり、高く評価でき
る。
・安全安心な秋田米、極めて美味しい秋田米、山田錦に匹敵する酒米など目標通りの品種が開発されれば産業振
興への貢献度は高い。
・種子生産現場を考慮すると、奨励品種の数が制限されるため、品種の普及が不透明。

・カドミ汚染地域を考慮すると、作出した品種のデビューには障害があることから、Ｃｄ低吸収能力を付加した開発を
急ぐ必要がある。
・秋田129号については、Cd低吸収性の導入やサキホコレとのすみ分けを考慮しながら育種を進めるべき。
・コロナ禍により、一部の交配が遅れているが、ほぼ順調に育種プログラムを展開していると思われる。

・極良食味品種や超多収品種、Cd低吸収性品種の開発と比べ、酒造好適米品種の開発がやや難航しているように
感じられる。バランスの取れた研究の遂行を求める。

　コロナ禍に限らず、ニーズの変化に注視しながら、基本的には当初の計画通りに早生品種や業務用米品種の
育成を行っていく。Cd低吸収性品種については、引き続き石垣島での世代促進栽培により、育種年限の短縮を
図るほか、秋田番号系統についてもCd低吸収性を付与していく。酒造好適米品種については、平成29年・30年
に育成した「一穂積」「百田」の生産現場や消費者からの評価を見ながら、引き続き醸造試験場と協力して育成
を行っていく。奨励品種決定試験配布系統については、奨決担当者や関係機関等と協議しながら、適応地域や
用途について検討していく。

（参考）
過去の評価結果
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て
も
、
戻
し
交
配
等
を
行
っ
た
。

酒
造
好
適
米
品
種

　
熟
期
の
異
な
る
品
種
の
開
発

｢
秋
田
酒
こ
ま
ち
｣
と
同
等
以
上

の
栽
培
特
性
で
｢
山
田
錦
｣
と
同

等
以
上
の
酒
造
特
性
を
示
す
系

統
を
1
系
統
以
上
育
成

目
標
の
熟
期
で
、
｢
秋
田
酒
こ
ま
ち
｣

と
同
等
以
上
の
栽
培
特
性
で
｢
山
田

錦
｣
と
同
等
以
上
の
酒
造
特
性
を
示
す

系
統
を
選
抜
す
る
。

世
代
の
進
ん
だ
系
統
に
つ
い
て
は
、
醸
造
試

験
場
で
の
原
料
米
分
析
、
小
仕
込
み
試
験
を

行
っ
た
。

酒
造
好
適
米
品
種

　
異
な
る
酒
質
を
生
む
品
種
の
開
発

既
存
の
酒
造
好
適
米
と
は
異
な

る
酒
質
を
示
す
系
統
を
1
系
統
以

上
育
成
す
る
。

目
標
の
熟
期
で
、
｢
秋
田
酒
こ
ま
ち
｣

と
同
等
以
上
の
栽
培
特
性
で
酒
造
適

性
を
示
す
系
統
を
選
抜
す
る
。

世
代
の
進
ん
だ
系
統
に
つ
い
て
は
、
醸
造
試

験
場
で
の
原
料
米
分
析
、
小
仕
込
み
試
験
を

行
っ
た
。

酒
造
好
適
米
品
種

　
い
も
ち
病
抵
抗
性
品
種
の
開
発

秋
田
酒
こ
ま
ち
と
同
等
以
上
の

い
も
ち
病
抵
抗
性
を
示
す
系
統

を
1
系
統
以
上
育
成
す
る
。

い
も
ち
病
抵
抗
性
が
｢
秋
田
酒
こ
ま

ち
｣
と
同
等
以
上
の
系
統
を
選
抜
す

る
。

い
も
ち
病
抵
抗
性
付
与
を
目
的
と
し
た
戻
し

交
配
を
行
っ
た
。
世
代
の
進
ん
だ
系
統
は
葉

い
も
ち
・
穂
い
も
ち
耐
病
性
検
定
を
行
っ

た
。

酒
造
好
適
米
品
種

　
高
温
登
熟
耐
性
品
種
の
開
発

高
温
登
熟
耐
性
を
示
す
系
統
を

1
系
統
以
上
育
成
す
る
。

高
温
登
熟
耐
性
が
強
い
系
統
を
選
抜

す
る
。

登
熟
気
温
に
左
右
さ
れ
な
い
醸
造
特
性
を
検

定
す
る
た
め
に
、
世
代
の
進
ん
だ
系
統
は
尿

素
崩
壊
法
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
簡
易
的
に

検
定
す
る
た
め
に
尿
素
崩
壊
法
の
改
良
を
試

み
た
。

合
計

計
画

予
算

額
(千

円
)

1
5
,0

0
0
 

1
5
,0

0
0
 

1
5
,0

0
0
 

1
5
,0

0
0
 

1
5
,0

0
0
 

7
5
,0

0
0
 

当
初

予
算

額
(千

円
)

1
2
,0

9
2
 

1
0
,4

9
0
 

8
,6

0
1
 

3
1
,1

8
3
 

一
般

財
源

1
2
,0

9
2
 

1
0
,4

9
0
 

8
,6

0
1
 

3
1
,1

8
3
 

国
　

　
　

費

そ
　

の
　

他

機
　

関
　

名
農
業
試
験
場

課
題

コ
ー

ド
Ｈ
3
1
0
3
0
1

事
業

年
度

R
1

年
度

～
R
5

年
度

課
　

題
　

名
第
5
期
次
世
代
銘
柄
米
品
種
の
開
発

実
施

内
容

到
達

目
標

Ｒ
２

年
度

到
達

目
標

到
達

状
況

財
源

内
訳

4



○
極

早
生

の
良

食
味

品
種

ま
た

は
多

収
品

種
を

育
成

し
作

期
を

拡
大

す
る

こ
と

で
１

経
営

体
あ

た
り

30
h
a以

上
の

大
規

　
　

　
　

　
模

化
の

進
展

を
可

能
に

す
る

。
○

極
早

生
～

中
生

熟
期

の
極

良
食

味
品

種
を

育
成

す
る

こ
と

で
、

全
県

域
で

の
プ

レ
ミ

ア
ム

米
生

産
が

可
能

に
な

る
。

○
良

食
味

・
多

収
の

業
務

用
米

品
種

を
育

成
し

、
秋

田
米

の
シ

ェ
ア

を
拡

大
し

、
秋

田
米

の
競

争
力

を
向

上
す

る
。

○
カ

ド
ミ

ウ
ム

低
吸

収
性

品
種

の
育

成
に

よ
り

カ
ド

ミ
ウ

ム
汚

染
米

、
ヒ

素
汚

染
米

を
防

止
で

き
る

。
○

「
山

田
錦

」に
匹

敵
す

る
酒

造
特

性
の

品
種

の
育

成
に

よ
り

県
内

で
の

酒
米

生
産

が
拡

大
す

る
。

○
農

業
労

働
人

口
の

減
少

に
伴

い
担

い
手

の
大

規
模

化
　

　
が

進
む

中
、

県
で

は
１

経
営

体
あ

た
り

30
h
a以

上
の

大
規

　
模

化
の

進
展

に
伴

う
技

術
開

発
を

推
進

し
て

い
る

。
そ

こ
　

で
作

業
集

中
を

緩
和

し
作

期
拡

大
で

き
る

極
早

生
品

種
　

の
開

発
が

必
要

で
あ

る
。

○
コ

シ
ヒ

カ
リ

を
超

え
る

極
良

食
味

品
種

候
補

系
統

を
育

成
　

し
た

が
、

熟
期

が
晩

生
で

あ
る

た
め

作
付

け
地

帯
が

制
  
 限

さ
れ

る
。

そ
こ

で
極

良
食

味
で

極
早

生
～

中
生

熟
期

　
  
の

品
種

の
育

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

○
業

務
用

米
の

需
要

が
拡

大
し

て
い

る
が

、
秋

田
県

で
は

  
十

分
に

対
応

で
き

て
い

な
い

。
○

米
の

カ
ド

ミ
ウ

ム
（
C

d）
に

加
え

ヒ
素

（
A

s）
の

基
準

値
制

　
  
定

に
対

応
す

る
た

め
、

C
d
を

吸
収

し
に

く
い

水
稲

品
種

　
  

  
の

育
成

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
○

酒
造

好
適

米
の

作
期

や
栽

培
適

地
の

拡
大

の
た

め
に

、
 

  
既

存
品

種
と

熟
期

の
異

な
る

品
種

や
、

様
々

な
酒

質
を

　
　

  
生

む
品

種
が

必
要

で
あ

る
。

○
作

期
拡

大
対

応
、

極
良

食
味

地
域

拡
大

対
応

、
超

多
収

　
業

務
米

品
種

の
開

発

・作
期

拡
大

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
極

早
生

の
良

食
味

品
種

　
ま

た
は

多
収

品
種

を
育

成
す

る
。

・コ
シ

ヒ
カ

リ
を

超
え

る
極

良
食

味
の

極
早

生
か

ら
中

生
熟

期
　

の
品

種
を

育
成

す
る

。
・あ

き
た

こ
ま

ち
並

の
良

食
味

で
秋

田
63

号
並

の
多

収
性

を
　

も
つ

業
務

用
米

品
種

を
育

成
す

る
。

・多
収

品
種

を
得

る
た

め
、

初
期

世
代

か
ら

収
量

性
に

着
目

　
し

た
選

抜
を

加
え

る
。

・世
代

の
進

ん
だ

系
統

に
つ

い
て

、
食

味
特

性
の

外
部

評
価

　
を

受
け

る
。

・有
望

系
統

に
つ

い
て

は
現

地
試

験
を

行
い

地
域

適
応

性
を

　
評

価
す

る
。

○
C

d
低

吸
収

性
品

種
の

開
発

・C
d
低

吸
収

性
に

関
し

て
D

N
A

マ
ー

カ
ー

選
抜

し
な

が
ら

本
　

県
の

気
象

条
件

に
適

し
た

C
d
低

吸
収

性
品

種
を

開
発

す
　

る
。

・事
業

期
間

前
半

は
め

ん
こ

い
な

ほ
か

3品
種

・
系

統
に

つ
い

　
て

は
石

垣
島

で
世

代
促

進
し

て
育

種
年

限
を

短
縮

す
る

。
　

後
半

は
優

先
順

位
の

高
い

も
の

か
ら

2
～

3
品

種
に

つ
い

て
　

同
様

に
石

垣
島

で
世

代
促

進
す

る
。

○
酒

造
好

適
米

品
種

の
開

発
・農

業
試

験
場

に
お

け
る

特
性

検
定

等
と

平
行

し
て

醸
造

試
　

　
　

験
場

に
お

い
て

原
料

米
分

析
を

行
い

、
系

統
選

抜
を

行
う

。
　

　
有

望
な

系
統

に
つ

い
て

は
さ

ら
に

醸
造

試
験

場
で

小
仕

込
　

み
試

験
を

行
い

、
作

業
性

や
製

成
酒

の
評

価
を

す
る

。

担
　
　
当

作
物

部
水

稲
育

種
担

当

研
究
期
間

令
和

元
　

～
　

令
和

５
年

度

（
５

年
間

）

○
作

業
集

中
を

緩
和

し
作

期
の

拡
大

が
可

能
に

な
る

極
早

　
生

等
の

品
種

を
開

発
す

る
。

○
極

早
生

～
中

生
熟

期
の

極
良

食
味

品
種

を
開

発
す

る
。

○
実

需
が

求
め

る
品

種
・
食

味
特

性
を

有
し

、
秋

田
63

号
  

  
並

の
多

収
性

を
持

つ
業

務
用

米
品

種
を

開
発

す
る

。
○

節
水

管
理

し
て

も
C

d
を

吸
収

し
に

く
く
、

玄
米

C
d
濃

度
が

　
基

準
値

を
大

幅
に

下
回

る
水

稲
品

種
を

育
成

す
る

。
○

酒
造

好
適

米
で

は
、

山
田

錦
に

匹
敵

す
る

酒
造

特
性

　
　

　
　

　
の

品
種

や
既

存
の

品
種

と
異

な
る

酒
質

を
示

す
品

種
を

　
　

　
　

　
　

育
成

す
る

。

○
作

期
拡

大
対

応
、

極
良

食
味

地
域

拡
大

対
応

、
超

多
収

　
業

務
米

品
種

の
開

発

・極
良

食
味

品
種

「
サ

キ
ホ

コ
レ

」
の

品
種

登
録

を
申

請
し

た
。

ま
た

、
秋

田
県

の
奨

励
品

種
に

採
用

さ
れ

た
。

「サ
キ

ホ
コ

レ
」
：
や

や
晩

生
、

食
味

は
｢あ

き
た

こ
ま

ち
｣｢

コ
シ

ヒ
カ

リ
｣以

上
。

・奨
励

品
種

決
定

試
験

に
お

い
て

、
秋

田
1
2
6号

・秋
田

1
27

号
が

継
続

判
定

と
な

っ
た

。
秋

田
1
2
6号

：か
な

り
早

生
、

食
味

は
｢あ

き
た

こ
ま

ち
｣並

。
秋

田
1
2
7号

：中
生

、
多

収
、

食
味

は
｢あ

き
た

こ
ま

ち
｣以

上
。

・有
望

な
系

統
に

つ
い

て
秋

田
番

号
を

付
し

て
、

奨
励

品
種

決
定

試
験

に
新

た
に

配
布

し
た

。
秋

田
1
2
9号

：早
生

、
食

味
は

｢あ
き

た
こ

ま
ち

｣以
上

。
・5

4
6品

種
・
系

統
に

つ
い

て
食

味
官

能
評

価
行

っ
た

。
ま

た
、

外
部

委
託

で
は

、
1
2
系

統
が

優
れ

た
評

価
を

得
た

。

○
C

d
低

吸
収

性
品

種
の

開
発

・あ
き

た
こ

ま
ち

C
d
低

吸
収

性
品

種
｢あ

き
た

こ
ま

ち
R

｣の
品

種
登

録
を

申
請

し
た

。

「あ
き

た
こ

ま
ち

R
」：

C
d
低

吸
収

性
以

外
の

諸
形

質
は

｢あ
き

た
こ

ま
ち

｣並
。

・そ
の

他
の

品
種

に
つ

い
て

は
、

系
統

選
抜

や
石

垣
島

及
び

場
内

で
戻

し
交

配
を

行
っ

た
。

○
酒

造
好

適
米

品
種

の
開

発

・2
1
品

種
・
系

統
に

つ
い

て
、

醸
造

試
験

場
で

の
原

料
米

分
析

を
実

施
し

、
9
系

統
を

選
抜

し
た

。
2系

統
に

つ
い

て
、

醸
造

試
験

場
で

小
仕

込
み

試
験

を
実

施
し

た
が

、
特

に
優

れ
る

点
が

見
い

だ
せ

ず
打

ち
切

り
と

し
た

。


